
資 料
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執　筆　者

掲載 
ページ 種名

2014 2004 1997
カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者

26 ニホンアシカ 絶滅 佐藤仁志 絶滅 佐藤仁志 － －
26 ニホンオオカミ 絶滅 大畑純二 絶滅 大畑純二 － －
27 ニホンカワウソ 絶滅 大畑純二 絶滅 大畑純二 － －
27 ニホンカモシカ 絶滅 大畑純二 絶滅 大畑純二 － －
28 ツキノワグマ 絶滅危惧Ⅰ類 大畑純二 絶滅危惧Ⅰ類 大畑純二 緊急保護種 田中幾太郞
29 ミズラモグラ 絶滅危惧Ⅱ類 大畑純二 情報不足 大畑純二 － －
29 ニホンモモンガ 絶滅危惧Ⅱ類 大畑純二 絶滅危惧Ⅱ類 大畑純二 緊急保護種 田中幾太郞
30 ヤマネ 絶滅危惧Ⅱ類 大畑純二 絶滅危惧Ⅱ類 大畑純二 緊急保護種 田中幾太郞
31 カワネズミ 準絶滅危惧 大畑純二 準絶滅危惧 大畑純二 要注意種 大畑純二
31 コモグラ（西日本産小型アズマモグラ） 準絶滅危惧 大畑純二 情報不足 大畑純二 － －
31 キクガシラコウモリ 準絶滅危惧 大畑純二 準絶滅危惧 大畑純二 要注意種 大畑純二
32 コキクガシラコウモリ 準絶滅危惧 大畑純二 準絶滅危惧 大畑純二 要注意種 大畑純二
32 モモジロコウモリ 準絶滅危惧 大畑純二 準絶滅危惧 大畑純二 要注意種 大畑純二
32 ユビナガコウモリ 準絶滅危惧 大畑純二 準絶滅危惧 大畑純二 要注意種 大畑純二
33 テングコウモリ 準絶滅危惧 大畑純二 準絶滅危惧 大畑純二 要注意種 大畑純二
33 コテングコウモリ 準絶滅危惧 大畑純二 準絶滅危惧 大畑純二 要注意種 大畑純二
33 ニホンイタチ 準絶滅危惧 大畑純二 準絶滅危惧 大畑純二 要注意種 大畑純二
34 ホンドノレンコウモリ※ 情報不足 大畑純二 情報不足 大畑純二 － －
34 ニホンリス 情報不足 大畑純二 情報不足 大畑純二 － －

（今回の改訂により掲載対象外となった種）
－ ホンシュウジカ － － 準絶滅危惧 大畑純二 要保護種 大畑純二

（2004 改訂により掲載対象外となった種）
－ キュウシュウノレンコウモリ － － － － 要注意種 大畑純二

※ 25 ページ参照

【鳥類】
掲載 

ページ 種名
2014 2004 1997

カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者
37 トキ 絶滅 佐藤仁志 絶滅 佐藤仁志 － －
38 カラスバト 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 緊急保護種 佐藤仁志・井山明

38 ヒメクロウミツバメ 絶滅危惧Ⅰ類 森茂晃・佐藤仁志 情報不足 佐藤仁志 － －
39 ヨシゴイ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 要注意種 井山　明
39 オオヨシゴイ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 要注意種 佐藤仁志・井山明

40 カンムリウミスズメ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志・森茂晃 情報不足 佐藤仁志 － －
40 ハチクマ 絶滅危惧Ⅰ類 森　茂晃 絶滅危惧Ⅰ類 森　茂晃 緊急保護種 井山明・佐藤仁志

41 オオタカ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 － －
41 サシバ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 要保護種 井山　明
42 クマタカ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 緊急保護種 佐藤仁志・井山明

42 ブッポウソウ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 要注意種 井山　明
43 ハヤブサ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 緊急保護種 佐藤仁志・井山明

43 ヤイロチョウ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要保護種 佐藤仁志・井山明

44 ウチヤマセンニュウ 絶滅危惧Ⅰ類 森　茂晃 － － － －
44 イワミセキレイ 絶滅危惧Ⅰ類 佐藤仁志・森茂晃 情報不足 佐藤仁志 要保護種 佐藤仁志・井山明

45 コイカル 絶滅危惧Ⅰ類 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 要注意種 井山　明
46 ヒシクイ 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要注意種 佐藤仁志・井山明

46 カリガネ 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 － －

執　筆　者　一　覧
【哺乳類】
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執　筆　者

掲載 
ページ 種名

2014 2004 1997
カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者

47 オオハクチョウ 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 － －
47 アカツクシガモ 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要保護種 佐藤仁志・井山明

48 ミゾゴイ 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 － －
48 クロツラヘラサギ 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 － －
49 クイナ 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 要注意種 井山　明
49 ヒクイナ 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 要注意種 井山　明
50 ヨタカ 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 要注意種 井山　明
50 タマシギ 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 要注意種 井山　明
51 コアジサシ 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 要注意種 井山　明
51 ミサゴ 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要保護種 佐藤仁志・井山明

52 オジロワシ 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要保護種 井山　明
52 チュウヒ 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
53 オオコノハズク 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要注意種 井山　明
53 コノハズク 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要注意種 佐藤仁志・井山明

54 アカショウビン 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要保護種 佐藤仁志・井山明

54 ヤマセミ 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 要注意種 井山　明
55 マガン 準絶滅危惧 佐藤仁志 準絶滅危惧 佐藤仁志 要注意種 井山　明
55 コハクチョウ 準絶滅危惧 佐藤仁志 準絶滅危惧 佐藤仁志 要注意種 井山　明
55 ツクシガモ 準絶滅危惧 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
56 オシドリ 準絶滅危惧 佐藤仁志 準絶滅危惧 佐藤仁志 要注意種 井山　明
56 トモエガモ 準絶滅危惧 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
56 サンカノゴイ 準絶滅危惧 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
57 クロサギ 準絶滅危惧 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 要注意種 井山　明
57 イカルチドリ 準絶滅危惧 佐藤仁志 準絶滅危惧 佐藤仁志 － －
57 シロチドリ 準絶滅危惧 森茂晃・星野由美子 準絶滅危惧 佐藤仁志 － －
58 ハマシギ 準絶滅危惧 佐藤仁志 準絶滅危惧 佐藤仁志 － －
58 ハイイロチュウヒ 準絶滅危惧 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
58 フクロウ 準絶滅危惧 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
59 アオバズク 準絶滅危惧 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
59 トラフズク 準絶滅危惧 佐藤仁志 準絶滅危惧 佐藤仁志 － －
59 コミミズク 準絶滅危惧 佐藤仁志 準絶滅危惧 佐藤仁志 － －
60 チョウゲンボウ 準絶滅危惧 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
60 ホオアカ 準絶滅危惧 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 要注意種 井山　明
61 コクガン 情報不足 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 － －
61 オオミズナギドリ 情報不足 佐藤仁志 情報不足 佐藤仁志 － －
61 コウノトリ 情報不足 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 － －
61 ヘラサギ 情報不足 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 － －
62 ササゴイ 情報不足 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
62 マナヅル 情報不足 佐藤仁志 情報不足 佐藤仁志 － －
62 ナベヅル 情報不足 佐藤仁志 情報不足 佐藤仁志 － －
62 セイタカシギ 情報不足 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
63 オオジシギ 情報不足 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 要保護種 井山　明
63 ホウロクシギ 情報不足 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 － －
63 ズグロカモメ 情報不足 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 － －
63 マダラウミスズメ 情報不足 佐藤仁志 情報不足 佐藤仁志 － －
64 ウミスズメ 情報不足 佐藤仁志 情報不足 佐藤仁志 － －
64 コウミスズメ 情報不足 佐藤仁志 情報不足 佐藤仁志 － －
64 オオワシ 情報不足 佐藤仁志 情報不足 佐藤仁志 － －
64 ツミ 情報不足 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 要注意種 井山　明
65 ハイタカ 情報不足 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 要注意種 井山　明
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執　筆　者

掲載 
ページ 種名

2014 2004 1997
カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者

65 イヌワシ 情報不足 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 － －
65 コチョウゲンボウ 情報不足 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 － －
65 サンショウクイ 情報不足 森　茂晃 絶滅危惧Ⅱ類 森　茂晃 － －
66 サンコウチョウ 情報不足 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 要注意種 井山　明
66 アカモズ 情報不足 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 要注意種 井山　明
66 コシアカツバメ 情報不足 星野由美子 － － － －
66 コヨシキリ 情報不足 佐藤仁志 情報不足 佐藤仁志 要注意種 井山　明
67 ホシムクドリ 情報不足 森　茂晃 準絶滅危惧 森　茂晃 要注意種 井山　明
67 コルリ 情報不足 森　茂晃 － － － －
67 ノビタキ 情報不足 森　茂晃 情報不足 森　茂晃 要注意種 井山　明
67 コサメビタキ 情報不足 星野由美子 － － － －
68 クロジ 情報不足 森　茂晃 － － － －

【両生類・爬虫類】
掲載 

ページ 種名
2014 2004 1997

カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者
72 オオサンショウウオ 絶滅危惧Ⅱ類 松野煒・秋吉英雄 絶滅危惧Ⅱ類 松野煒・秋吉英雄 要保護種 松野　煒
72 オキサンショウウオ 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要保護種 野津　大
73 カスミサンショウウオ 準絶滅危惧 秋吉英雄・松野煒 － － － －
73 ブチサンショウウオ 準絶滅危惧 秋吉英雄・松野煒 準絶滅危惧 秋吉英雄・松野煒 － －
73 ヒダサンショウウオ 準絶滅危惧 秋吉英雄・松野煒 準絶滅危惧 秋吉英雄・松野煒 要保護種 松野　煒
74 ハコネサンショウウオ 準絶滅危惧 秋吉英雄・松野煒 準絶滅危惧 秋吉英雄・松野煒 － －
74 タゴガエル 準絶滅危惧 秋吉英雄 準絶滅危惧 秋吉英雄・井上明日香 － －
74 オキタゴガエル 準絶滅危惧 岩田貴之 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要注意種 野津　大
75 モリアオガエル 準絶滅危惧 秋吉英雄 準絶滅危惧 秋吉英雄・井上明日香 要注意種 松野　煒
75 カジカガエル 準絶滅危惧 秋吉英雄 準絶滅危惧 秋吉英雄・井上明日香 要注意種 松野　煒
75 ジムグリ 準絶滅危惧 秋吉英雄 準絶滅危惧 秋吉英雄 － －
76 ヒバカリ 準絶滅危惧 秋吉英雄 準絶滅危惧 秋吉英雄 － －
76 シロマダラ 準絶滅危惧 秋吉英雄 準絶滅危惧 秋吉英雄 － －
76 タカチホヘビ 準絶滅危惧 秋吉英雄 準絶滅危惧 秋吉英雄 － －
77 ナガレタゴガエル 情報不足 岩田貴之 － － － －

【汽水・淡水魚類】
掲載 

ページ 種名
2014 2004 1997

カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者
82 ドウクツミミズハゼ 絶滅 山口勝秀 絶滅 佐藤仁志 － －
83 ミナミアカヒレタビラ 絶滅危惧Ⅰ類 鴛海智佳 絶滅危惧Ⅰ類 山口勝秀 要保護種 越川敏樹
83 イシドジョウ 絶滅危惧Ⅰ類 山口勝秀 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要保護種 田中幾太郎
84 ゴギ 絶滅危惧Ⅰ類 山口勝秀 絶滅危惧Ⅰ類 青山徳久 要保護種 田中幾太郎
84 日本海系イトヨ 絶滅危惧Ⅰ類 中野浩史 絶滅危惧Ⅱ類 越川敏樹 要注意種 越川敏樹
85 クルメサヨリ 絶滅危惧Ⅰ類 田久和剛史 絶滅危惧Ⅱ類 越川敏樹 － －
85 オヤニラミ 絶滅危惧Ⅰ類 中野浩史 絶滅危惧Ⅰ類 佐々木興 要保護種 田中幾太郎
86 スナヤツメ南方種 絶滅危惧Ⅱ類 桑原友春 絶滅危惧Ⅱ類 越川敏樹 要注意種 田中幾太郎
86 カワヤツメ 絶滅危惧Ⅱ類 山口勝秀 絶滅危惧Ⅱ類 越川敏樹 要保護種 越川敏樹
87 サクラマス 絶滅危惧Ⅱ類 山口勝秀 絶滅危惧Ⅱ類 越川敏樹 － －
87 ヨウジウオ 絶滅危惧Ⅱ類 山口勝秀 － － － －
88 サンゴタツ 絶滅危惧Ⅱ類 山口勝秀 － － － －
88 カジカ（大卵型：河川陸封型）※ 絶滅危惧Ⅱ類 山口勝秀 － － － －
89 イシドンコ 絶滅危惧Ⅱ類 中野浩史 準絶滅危惧 佐藤仁志 － －
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89 ルリヨシノボリ 絶滅危惧Ⅱ類 山口勝秀 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要保護種 越川敏樹
90 シンジコハゼ 絶滅危惧Ⅱ類 山口勝秀 絶滅危惧Ⅱ類 越川敏樹 要保護種 越川敏樹
91 アブラボテ 準絶滅危惧 山口勝秀 準絶滅危惧 青山徳久 要注意種 越川敏樹
91 ズナガニゴイ 準絶滅危惧 山口勝秀 準絶滅危惧 佐藤仁志 要注意種 越川敏樹
91 サンインコガタスジシマドジョウ 準絶滅危惧 中野浩史 情報不足 越川敏樹 － －
92 アカザ 準絶滅危惧 山口勝秀 準絶滅危惧 越川敏樹 要注意種 越川敏樹
92 アユカケ（カマキリ） 準絶滅危惧 山口勝秀 準絶滅危惧 山口勝秀 要注意種 越川敏樹
92 ウツセミカジカ（小卵型・中卵型：両側回遊型）※ 準絶滅危惧 山口勝秀 － － － －
93 オオヨシノボリ 準絶滅危惧 中野浩史 準絶滅危惧 佐藤仁志 要保護種 越川敏樹
94 カワアナゴ 情報不足 佐々木興 情報不足 佐藤仁志 － －

（今回の改訂により掲載対象外等となった種）
－ タモロコ － － 情報不足 越川敏樹 － －
－ カジカ　※ － － 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 要注意種 越川敏樹

※ 81 ページ参照

【昆虫類】
掲載 

ページ 種名
2014 2004 1997

カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者
106 ヒメシロチョウ 絶滅 淀江賢一郎 － － － －
107 コバネアオイトトンボ 絶滅危惧Ⅰ類 大浜祥治 絶滅危惧Ⅰ類 大浜祥治 － －
107 モートンイトトンボ 絶滅危惧Ⅰ類 大浜祥治 準絶滅危惧 祖田　周 － －
108 ヒロシマサナエ 絶滅危惧Ⅰ類 大浜祥治 絶滅危惧Ⅰ類 大浜祥治 － －
108 マイコアカネ 絶滅危惧Ⅰ類 大浜祥治 絶滅危惧Ⅰ類 大浜祥治 要注意種 大浜祥治
109 コカワゲラ 絶滅危惧Ⅰ類 劒持康弘 絶滅危惧Ⅰ類 門脇久志 － －
109 カワラバッタ 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 絶滅危惧Ⅰ類 山内健生 － －
110 タガメ 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 絶滅危惧Ⅱ類 林　成多 要保護種 尾原和夫
110 トゲナベブタムシ 絶滅危惧Ⅰ類 尾原和夫 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 － －
111 ハラビロハンミョウ 絶滅危惧Ⅰ類 門脇久志 絶滅危惧Ⅱ類 門脇久志 要保護種 福井修二・永幡嘉之

111 カワラハンミョウ 絶滅危惧Ⅰ類 門脇久志 絶滅危惧Ⅰ類 門脇久志 － －
112 オオヒョウタンゴミムシ 絶滅危惧Ⅰ類 門脇久志 絶滅危惧Ⅰ類 門脇久志 要保護種 福井修二
112 イワタメクラチビゴミムシ 絶滅危惧Ⅰ類 新部一太郎・星川和夫 絶滅危惧Ⅰ類 星川和夫・新部一太郎 要保護種 門脇久志
113 イソチビゴミムシ 絶滅危惧Ⅰ類 門脇久志 絶滅危惧Ⅰ類 門脇久志 要注意種 淀江賢一郎・増田耕作

113 マルコガタノゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 － －
114 ゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 絶滅危惧Ⅱ類 林　成多 要注意種 福井修二・永幡嘉之

114 シャープゲンゴロウモドキ 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 要保護種 門脇久志・永幡嘉之

115 ダイコクコガネ 絶滅危惧Ⅰ類 鈴木謙治 絶滅危惧Ⅰ類 鈴木謙治 要保護種 福井修二
115 オオハナカミキリ 絶滅危惧Ⅰ類 福井修二 絶滅危惧Ⅰ類 福井修二 要保護種 福井修二
116 カバフキシタバ 絶滅危惧Ⅰ類 三島秀夫 絶滅危惧Ⅰ類 三島秀夫 要注意種 大島弘・門脇久志

116 キマダラルリツバメ 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎 － － － －
117 ルーミスシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 緊急保護種 淀江賢一郎
117 ウラナミアカシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
118 クロシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要保護種 淀江賢一郎
118 シルビアシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
119 ヒメシジミ本州・九州亜種 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
119 ゴマシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要保護種 淀江賢一郎
120 ウラギンスジヒョウモン 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
120 オオウラギンヒョウモン 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 緊急保護種 淀江賢一郎
121 ヒョウモンモドキ 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 緊急保護種 淀江賢一郎
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121 ウスイロヒョウモンモドキ 絶滅危惧Ⅰ類 中薗洋行・星川和夫 絶滅危惧Ⅰ類 中薗洋行・星川和夫 要保護種 淀江賢一郎
122 シータテハ 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
122 ホシミスジ近畿地方以西亜種 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
123 ウラナミジャノメ本土亜種 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
123 クロヒカゲモドキ 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要保護種 淀江賢一郎・佐々木保

124 ウラジャノメ 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要保護種 淀江賢一郎
124 キバネセセリ 絶滅危惧Ⅰ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎・佐々木保

125 コキマダラセセリ 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
125 ホシチャバネセセリ 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅰ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎・佐々木保

126 オツネントンボ 絶滅危惧Ⅱ類 長瀬　翔 絶滅危惧Ⅱ類 大浜祥治 要注意種 大浜祥治
126 グンバイトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 大浜祥治 絶滅危惧Ⅱ類 大浜祥治 要注意種 大浜祥治
127 ベニイトトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 大浜祥治 － － － －
127 ネアカヨシヤンマ 絶滅危惧Ⅱ類 大浜祥治 準絶滅危惧 大浜祥治 要注意種 三島秀夫
128 ナゴヤサナエ 絶滅危惧Ⅱ類 大浜祥治 絶滅危惧Ⅱ類 大浜祥治 要保護種 大浜祥治
128 ハネビロエゾトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 長瀬　翔 絶滅危惧Ⅱ類 大浜祥治 要注意種 三島秀夫
129 キイロヤマトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 長瀬　翔 絶滅危惧Ⅱ類 祖田　周 要保護種 祖田　周
129 ハッチョウトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 大浜祥治 準絶滅危惧 祖田　周 要注意種 大浜祥治
130 コオイムシ 絶滅危惧Ⅱ類 林　成多 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 － －
130 ズイムシハナカメムシ 絶滅危惧Ⅱ類 尾原和夫 絶滅危惧Ⅱ類 尾原和夫 － －
131 ゴミアシナガサシガメ 絶滅危惧Ⅱ類 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
131 コエゾゼミ 絶滅危惧Ⅱ類 尾原和夫 絶滅危惧Ⅱ類 尾原和夫 － －
132 サイカチマダラキジラミ 絶滅危惧Ⅱ類 林　成多 － － － －
132 ハマベゴミムシ 絶滅危惧Ⅱ類 林　成多 － － － －
133 コガタノゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅱ類 林　成多 絶滅危惧Ⅰ類 林　成多 － －
133 オキチビハネカクシ 絶滅危惧Ⅱ類 門脇久志 絶滅危惧Ⅱ類 門脇久志 要注意種 福井修二
134 オオツノハネカクシ 絶滅危惧Ⅱ類 林　成多 － － － －
134 アオハナムグリ島前亜種 絶滅危惧Ⅱ類 門脇久志 準絶滅危惧 門脇久志 － －
135 ツヤネクイハムシ 絶滅危惧Ⅱ類 林　成多 － － － －
135 ニッポンハナダカバチ 絶滅危惧Ⅱ類 前田泰生 絶滅危惧Ⅱ類 前田泰生 － －
136 キバラハキリバチ 絶滅危惧Ⅱ類 前田泰生 絶滅危惧Ⅱ類 前田泰生 要保護種 杉浦直人・前田泰生

136 オオズグロメバエ 絶滅危惧Ⅱ類 前田泰生 絶滅危惧Ⅱ類 前田泰生 要保護種 杉浦直人・前田泰生

137 ギフチョウ 絶滅危惧Ⅱ類 淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要保護種 淀江賢一郎
137 ジャコウアゲハ 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
138 スジボソヤマキチョウ 絶滅危惧Ⅱ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 情報不足 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
138 カラスシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
139 ミヤマカラスシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 情報不足 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
139 ウスイロオナガシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
140 オナガシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
140 ヒロオビミドリシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要保護種 淀江賢一郎
141 ミドリシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
141 クモガタヒョウモン 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
142 メスグロヒョウモン 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
142 ミスジチョウ 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎・佐々木保

143 オオムラサキ 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 要保護種 淀江賢一郎・佐々木保

143 ヒメヒカゲ中部・近畿・中国地方亜種 絶滅危惧Ⅱ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要保護種 淀江賢一郎
144 ギンイチモンジセセリ 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
144 スジグロチャバネセセリ 絶滅危惧Ⅱ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 情報不足 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
145 ミヤマチャバネセセリ 絶滅危惧Ⅱ類 淀江賢一郎・坂田国嗣 情報不足 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
146 アオハダトンボ 準絶滅危惧 祖田　周 準絶滅危惧 祖田　周 要注意種 大浜祥治
146 ムスジイトトンボ 準絶滅危惧 大浜祥治 準絶滅危惧 大浜祥治 － －
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146 ホソミイトトンボ 準絶滅危惧 祖田　周 準絶滅危惧 祖田　周 － －
147 ムカシトンボ 準絶滅危惧 大浜祥治 準絶滅危惧 大浜祥治 要注意種 祖田　周
147 サラサヤンマ 準絶滅危惧 長瀬　翔 準絶滅危惧 祖田　周 要注意種 大浜祥治
147 アオヤンマ 準絶滅危惧 祖田　周 準絶滅危惧 祖田　周 要注意種 祖田　周
148 カトリヤンマ 準絶滅危惧 祖田　周 準絶滅危惧 祖田　周 － －
148 ルリボシヤンマ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 祖田　周 要注意種 祖田　周
148 ヒメサナエ 準絶滅危惧 大浜祥治 準絶滅危惧 大浜祥治 要注意種 大浜祥治
149 タベサナエ 準絶滅危惧 大浜祥治 準絶滅危惧 大浜祥治 － －
149 キイロサナエ 準絶滅危惧 長瀬　翔 準絶滅危惧 大浜祥治 要注意種 祖田　周
149 ムカシヤンマ 準絶滅危惧 祖田　周 準絶滅危惧 祖田　周 要注意種 三島秀夫
150 エゾトンボ 準絶滅危惧 大浜祥治 － － － －
150 ヒメアカネ 準絶滅危惧 祖田　周 準絶滅危惧 祖田　周 － －
150 ミヤマアカネ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 祖田　周 － －
151 ウスバカマキリ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 山内健生 － －
151 ハマスズ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 山内健生 － －
151 ショウリョウバッタモドキ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 山内健生 － －
152 セグロイナゴ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 山内健生 － －
152 ヤマトマダラバッタ 準絶滅危惧 林　成多 － － － －
152 ガロアムシ類 準絶滅危惧 門脇久志 準絶滅危惧 門脇久志 要注意種 門脇久志
153 マエグロハネナガウンカ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
153 シリアカハネナガウンカ 準絶滅危惧 尾原和夫 － － － －
153 アヤヘリハネナガウンカ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
154 エゾゼミ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
154 アカエゾゼミ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 要注意種 尾原和夫
154 ハルゼミ 準絶滅危惧 尾原和夫 － － － －
155 エゾハルゼミ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 要注意種 尾原和夫
155 ヒメハルゼミ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 要注意種 尾原和夫
155 エノキカイガラキジラミ 準絶滅危惧 林　成多 － － － －
156 ヒメミズカマキリ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
156 ホッケミズムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 絶滅危惧Ⅱ類 尾原和夫 － －
156 オオミズムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 － － － －
157 ウミミズカメムシ 準絶滅危惧 林　成多 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
157 オヨギカタビロアメンボ 準絶滅危惧 川野敬介 － － － －
157 エサキアメンボ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 要保護種 村路雅彦
158 アカスジオオカスミカメムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
158 アダチアカサシガメ 準絶滅危惧 尾原和夫 － － － －
158 ハマベナガカメムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 － － － －
159 ヨツモンカメムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
159 シロヘリツチカメムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
159 ハマベツチカメムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 － － － －
160 フタテンカメムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 絶滅危惧Ⅱ類 尾原和夫 要注意種 林原毅一郎
160 アカアシクチブトカメムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
160 アオクチブトカメムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 － － － －
161 フトハサミツノカメムシ 準絶滅危惧 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
161 ハマベウスバカゲロウ 準絶滅危惧 林　成多 － － － －
161 セアカオサムシ 準絶滅危惧 福井修二 情報不足 福井修二 － －
162 イズモメクラチビゴミムシ 準絶滅危惧 新部一太郎 － － － －
162 タイシャクナガチビゴミムシ※ 準絶滅危惧 新部一太郎 － － － －
162 コマルケシゲンゴロウ 準絶滅危惧 林　成多 準絶滅危惧 林　成多 － －
163 コオナガミズスマシ 準絶滅危惧 林　成多 － － － －
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163 ミズスマシ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 林　成多 － －
163 チュウブホソガムシ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 林　成多 － －
164 ルリクワガタ 準絶滅危惧 福井修二 準絶滅危惧 福井修二 － －
164 キンキコルリクワガタ 準絶滅危惧 福井修二 準絶滅危惧 福井修二 － －
164 ヒメオオクワガタ 準絶滅危惧 福井修二 準絶滅危惧 福井修二 要注意種 福井修二
165 オオセンチコガネ 準絶滅危惧 鈴木謙治 準絶滅危惧 鈴木謙治 － －
165 シナノエンマコガネ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 鈴木謙治 － －
165 ミツノエンマコガネ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 鈴木謙治 － －
166 ニセマグソコガネ 準絶滅危惧 鈴木謙治 準絶滅危惧 鈴木謙治 － －
166 コブナシコブスジコガネ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 鈴木謙治 － －
166 アカマダラハナムグリ（アカマダラコガネ）※ 準絶滅危惧 福井修二 情報不足 福井修二 － －
167 オオチャイロハナムグリ 準絶滅危惧 福井修二 準絶滅危惧 福井修二 要保護種 福井修二
167 アヤスジミゾドロムシ 準絶滅危惧 林　成多 － － － －
167 ケスジドロムシ 準絶滅危惧 林　成多 － － － －
168 ハガマルヒメドロムシ 準絶滅危惧 林　成多 － － － －
168 ヨコミゾドロムシ 準絶滅危惧 林　成多 － － － －
168 イソジョウカイモドキ 準絶滅危惧 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
169 オオキノコムシ 準絶滅危惧 福井修二 準絶滅危惧 福井修二 要注意種 福井修二
169 マクガタテントウ 準絶滅危惧 星川和夫 準絶滅危惧 星川和夫・本田あい 要注意種 星川和夫
169 ベーツヒラタカミキリ 準絶滅危惧 福井修二 準絶滅危惧 福井修二 要注意種 門脇久志
170 スネケブカヒロコバネカミキリ 準絶滅危惧 門脇久志 準絶滅危惧 門脇久志 要保護種 門脇久志
170 ヨコヤマヒゲナガカミキリ 準絶滅危惧 福井修二 準絶滅危惧 福井修二 要注意種 福井修二
170 イッシキキモンカミキリ 準絶滅危惧 福井修二 準絶滅危惧 福井修二 要注意種 門脇久志・永幡嘉之

171 キンイロネクイハムシ 準絶滅危惧 林　成多 情報不足 林　成多 － －
171 スゲハムシ 準絶滅危惧 林　成多 準絶滅危惧 林　成多 － －
171 ヤマトスナハキバチ 準絶滅危惧 前田泰生 準絶滅危惧 前田泰生 － －
172 キオビホオナガスズメバチ本州亜種 準絶滅危惧 前田泰生 準絶滅危惧 前田泰生 要注意種 前田泰生・杉浦直人

172 キヌゲハキリバチ 準絶滅危惧 前田泰生 準絶滅危惧 前田泰生 － －
172 チビトガリハナバチ 準絶滅危惧 前田泰生 準絶滅危惧 前田泰生 要注意種 前田泰生・杉浦直人

173 ネジロハキリバチ 準絶滅危惧 前田泰生 準絶滅危惧 前田泰生 － －
173 シロスジコシブトハナバチ 準絶滅危惧 前田泰生 準絶滅危惧 前田泰生 要注意種 杉浦直人・前田泰生

173 ムネグロメバエ 準絶滅危惧 前田泰生 準絶滅危惧 前田泰生 － －
174 オキナワルリチラシ 準絶滅危惧 門脇久志 準絶滅危惧 門脇久志 要注意種 門脇久志
174 シロシモフリエダシャク 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
174 フジキオビ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
175 スカシサン 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
175 クロウスタビガ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
175 タッタカモクメシャチホコ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
176 ネズミホソバ 準絶滅危惧 松田隆嗣 絶滅危惧Ⅱ類 門脇久志 要保護種 大島弘・門脇久志

176 ホソバミツモンケンモン 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
176 クビグロケンモン 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
177 ナマリキリガ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
177 ムラサキミツボシキリガ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
177 ヨスジキリガ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
178 ツクシカラスヨトウ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
178 コシロシタバ 準絶滅危惧 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
178 クロシモフリアツバ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 要注意種 大島弘・門脇久志

179 コトラガ 準絶滅危惧 三島秀夫 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
179 オナガアゲハ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 情報不足 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
179 ツマグロキチョウ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
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180 ゴイシシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 情報不足 淀江賢一郎・坂田国嗣 － －
180 ウラゴマダラシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
180 ウラキンシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
181 フジミドリシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
181 ウラジロミドリシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
181 ハヤシミドリシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
182 エゾミドリシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
182 クロミドリシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
182 ヒサマツミドリシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 要注意種 淀江賢一郎
183 キリシマミドリシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 絶滅危惧Ⅱ類 坂田国嗣・淀江賢一郎 要保護種 淀江賢一郎
183 スギタニルリシジミ 準絶滅危惧 淀江賢一郎・坂田国嗣 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
183 ホシミスジ隠岐亜種 準絶滅危惧 淀江賢一郎 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
184 アサマイチモンジ 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 － － － －
184 オオチャバネセセリ 準絶滅危惧 坂田国嗣・淀江賢一郎 情報不足 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
185 コバネコロギス 情報不足 大浜祥治 情報不足 山内健生 － －
185 ハタケノウマオイ 情報不足 林　成多 情報不足 山内健生 － －
185 カヤコオロギ 情報不足 林　成多 情報不足 山内健生 － －
185 イソハサミムシ 情報不足 林　成多 － － － －
186 ムネアカアワフキ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
186 チッチゼミ 情報不足 尾原和夫 － － － －
186 キスジハネビロウンカ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
186 アリヅカウンカ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
187 キボシマルウンカ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
187 カタビロクサビウンカ 情報不足 尾原和夫 準絶滅危惧 尾原和夫 － －
187 キノカワハゴロモ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
187 スケバハゴロモ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
188 ヒメベッコウハゴロモ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
188 シャシャンボキジラミ 情報不足 林　成多 － － － －
188 ミズカメムシ 情報不足 川野敬介 － － － －
188 ミヤケミズムシ 情報不足 尾原和夫 － － － －
189 イトアメンボ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
189 キバネアシブトマキバサシガメ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
189 アシマダラアカサシガメ 情報不足 尾原和夫 － － － －
189 クロバアカサシガメ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
190 オオアシナガサシガメ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
190 マダラカモドキサシガメ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
190 ヒゲナガサシガメ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
190 クビアカサシガメ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
191 ウデワユミアシサシガメ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
191 オオメダカナガカメムシ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
191 ヒメマダラナガカメムシ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
191 ノコギリカメムシ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
192 ウシカメムシ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
192 イシハラカメムシ 情報不足 尾原和夫 － － － －
192 エゾツノカメムシ 情報不足 尾原和夫 情報不足 尾原和夫 － －
192 カワラゴミムシ 情報不足 林　成多 － － － －
193 コハンミョウ 情報不足 福井修二 － － － －
193 アイヌハンミョウ 情報不足 福井修二 － － － －
193 コニワハンミョウ 情報不足 福井修二 － － － －
193 ホソハンミョウ 情報不足 福井修二 － － － －
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194 ノツメクラチビゴミムシ 情報不足 新部一太郎 － － － －
194 ササジメクラチビゴミムシ 情報不足 新部一太郎 － － － －
194 マシダナガゴミムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
194 オキナガゴミムシ 情報不足 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
195 ウミホソチビゴミムシ 情報不足 林　成多 － － － －
195 ウミミズギワゴミムシ 情報不足 林　成多 － － － －
195 マダラコガシラミズムシ 情報不足 林　成多 － － － －
195 ムツボシツヤコツブゲンゴロウ 情報不足 川野敬介 － － － －
196 マルケシゲンゴロウ 情報不足 林　成多 情報不足 林　成多 － －
196 ヒメミズスマシ 情報不足 林　成多 － － － －
196 コミズスマシ 情報不足 林　成多 － － － －
196 エゾコガムシ 情報不足 川野敬介 － － － －
197 クロコブセスジダルマガムシ 情報不足 林　成多 － － － －
197 ヤマトモンシデムシ 情報不足 林　成多 － － － －
197 ウマヅライソハネカクシ 情報不足 林　成多 － － － －
197 ツマグロマルハナノミ 情報不足 林　成多 － － － －
198 ホソキマルハナノミ 情報不足 林　成多 － － － －
198 オニクワガタ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
198 マダラクワガタ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
198 ネブトクワガタ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
199 ムネアカセンチコガネ 情報不足 鈴木謙治 情報不足 鈴木謙治 － －
199 ツノコガネ 情報不足 鈴木謙治 情報不足 鈴木謙治 － －
199 クロオビマグソコガネ 情報不足 鈴木謙治 情報不足 鈴木謙治 要注意種 福井修二
199 セスジカクマグソコガネ 情報不足 鈴木謙治 情報不足 鈴木謙治 － －
200 オキチャイロコガネ 情報不足 鈴木謙治 情報不足 鈴木謙治 － －
200 オオタケチャイロコガネ※ 情報不足 鈴木謙治 情報不足 鈴木謙治 － －
200 アオアシナガハナムグリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
200 シラホシダエンマルトゲムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
201 ババチビドロムシ 情報不足 林　成多 － － － －
201 ヒゲナガヒラタドロムシ 情報不足 林　成多 － － － －
201 ヤマトタマムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
201 アオマダラタマムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 要注意種 福井修二・永幡嘉之

202 クロマダラタマムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
202 ガロアムネスジダンダラコメツキ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
202 オオベニホソヒラタコメツキ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
202 ムネアカツヤケシコメツキ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
203 カドワキツヤミズギワコメツキ 情報不足 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
203 ヒメボタル 情報不足 川野敬介 情報不足 林　成多 － －
203 スジグロボタル 情報不足 川野敬介 － － － －
203 ルリヒラタムシ 情報不足 福井修二 － － － －
204 キイロテントウゴミムシダマシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
204 オキツヤヒサゴゴミムシダマシ 情報不足 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
204 クロオオハナノミ 情報不足 福井修二 － － － －
204 クロゲンセイ 情報不足 皆木宏明 － － － －
205 フタスジカタビロハナカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
205 クロソンホソハナカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
205 オオホソコバネカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
205 ヒゲシロホソコバネカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
206 クロサワヒメコバネカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
206 トラフホソバネカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
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206 ルリボシカミキリ 情報不足 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
206 オオアオカミキリ 情報不足 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
207 ヤノトラカミキリ 情報不足 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
207 キュウシュウチビトラカミキリ 情報不足 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
207 モンクロベニカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
207 タキグチモモブトホソカミキリ 情報不足 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
208 クビアカモモブトホソカミキリ 情報不足 門脇久志・八幡浩二 絶滅危惧Ⅰ類 門脇久志・八幡浩二 － －
208 アヤモンチビカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
208 ダイセンセダカコブヤハズカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
208 ハンノキカミキリ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
209 アサカミキリ 情報不足 福井修二 絶滅危惧Ⅰ類 福井修二 － －
209 ヒメマルミツギリゾウムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
209 ミツギリゾウムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
209 バッキンガムカギアシゾウムシ 情報不足 林　成多 － － － －
210 タカハシトゲゾウムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
210 ババスゲヒメゾウムシ 情報不足 林　成多 － － － －
210 クロホシタマクモゾウムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
210 モジャモジャツチイロゾウムシ 情報不足 福井修二 情報不足 福井修二 － －
211 フクイアナバチ 情報不足 皆木宏明 － － － －
211 ウマノオバチ 情報不足 宮永龍一 情報不足 宮永龍一 － －
211 ダルマアリ 情報不足 伊藤文紀・福井修二 － － － －
211 キバジュズフシアリ 情報不足 伊藤文紀・福井修二 － － － －
212 ケンランアリノスアブ 情報不足 林　成多 － － － －
212 ネグロクサアブ 情報不足 林　成多 － － － －
212 ゴヘイニクバエ 情報不足 林　成多 － － － －
212 カラフトゴマフトビケラ 情報不足 門脇久志 情報不足 門脇久志 － －
213 ギンボシツツトビケラ 情報不足 林　成多 － － － －
213 ビワアシエダトビケラ 情報不足 林　成多 － － － －
213 モリクサツミトビケラ 情報不足 林　成多 － － － －
213 ウジセトトビケラ（ウジヒメセトトビケラ） 情報不足 林　成多 － － － －
214 アイミヤマシマトビケラ 情報不足 林　成多 － － － －
214 ハマゴウノメイガ 情報不足 松田隆嗣 － － － －
214 ギンツバメ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
214 クロモンチビヒメシャク 情報不足 松田隆嗣 － － － －
215 ムネシロテンカバナミシャク 情報不足 松田隆嗣・三島秀夫 情報不足 三島秀夫 要注意種 大島弘・門脇久志

215 トガリバナミシャク 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
215 フタキスジエダシャク 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
215 ワタナベカレハ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
216 オナガミズアオ 情報不足 松田隆嗣 － － － －
216 ギンボシスズメ 情報不足 松田隆嗣 － － － －
216 スキバホウジャク 情報不足 松田隆嗣 － － － －
216 ナカスジシャチホコ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
217 エゾクシヒゲシャチホコ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
217 ウスジロドクガ 情報不足 松田隆嗣 － － － －
217 ナチキシタドクガ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
217 トラサンドクガ 情報不足 松田隆嗣 － － － －
218 シロホソバ 情報不足 松田隆嗣 － － － －
218 ニセオオコブガ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 要注意種 大島弘・門脇久志

218 ヒメネグロケンモン 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
218 スギタニゴマケンモン 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
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219 ゴマシオケンモン 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
219 ウスズミケンモン 情報不足 松田隆嗣 － － － －
219 クビジロツメヨトウ 情報不足 大浜祥治 － － － －
219 アヤモクメキリガ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
220 ムラサキハガタヨトウ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
220 キスジウスキヨトウ 情報不足 松田隆嗣 － － － －
220 トビイロアカガネヨトウ 情報不足 三島秀夫 － － － －
220 ムラサキシタバ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
221 ナマリキシタバ 情報不足 松田隆嗣 － － － －
221 ヨシノキシタバ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
221 ヒメアシブトクチバ 情報不足 三島秀夫 情報不足 三島秀夫 － －
221 オオミドリシジミ 情報不足 坂田国嗣・淀江賢一郎 － － － －

（今回の改訂により掲載対象外等となった種）
－ オオカワトンボ － － 準絶滅危惧 大浜祥治 － －
－ マルタンヤンマ － － 準絶滅危惧 大浜祥治 － －
－ オオルリボシヤンマ － － 準絶滅危惧 大浜祥治 要注意種 大浜祥治
－ アオサナエ － － 準絶滅危惧 祖田　周 － －
－ クロサナエ － － 準絶滅危惧 祖田　周 － －
－ コサナエ － － 準絶滅危惧 大浜祥治 － －
－ トラフトンボ － － 準絶滅危惧 祖田　周 － －
－ タイリクアカネ － － 準絶滅危惧 大浜祥治 － －
－ コノシメトンボ － － 準絶滅危惧 大浜祥治 － －
－ キトンボ － － 準絶滅危惧 祖田　周 － －
－ クツワムシ － － 準絶滅危惧 山内健生 － －
－ カヤキリ － － 情報不足 山内健生 － －
－ キュウシュウエゾゼミ － － 情報不足 尾原和夫 － －
－ ハマダナガチビゴミムシ※ － － 準絶滅危惧 門脇久志 要注意種 増田耕作・淀江賢一郎

－ ダイセンナガチビゴミムシ※ － － 情報不足 福井修二 － －
－ ミスミメクラチビゴミムシ － － 情報不足 福井修二 － －
－ オキオサムシ － － 情報不足 福井修二 － －
－ オキマイマイカブリ － － 情報不足 福井修二 － －
－ ハマダラハルカ － － 情報不足 星川和夫 － －
－ ウスベニトガリバ － － 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
－ ウスズミカレハ － － 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
－ ヒサゴスズメ － － 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
－ コシロオビドクガ － － 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
－ シロフヒメケンモン － － 情報不足 三島秀夫 － －
－ ウスアカヤガ － － 情報不足 三島秀夫 － －
－ アミメキシタバ － － 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
－ ウスイロキシタバ － － 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
－ テングアツバ － － 準絶滅危惧 三島秀夫 － －
－ オオウラギンスジヒョウモン － － 情報不足 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －
－ キマダラモドキ － － 情報不足 坂田国嗣・淀江賢一郎 － －

（2004 改訂により掲載対象外となった種）
－ アカスジオオメクラガメ － － － － 要注意種 尾原和夫
－ キベリゴマフエダシャク － － － － 要注意種 大島弘・門脇久志

－ ムラサキツバメ － － － － 要注意種 淀江賢一郎
※ 105 ページ参照
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225 イソコモリグモ 絶滅危惧Ⅱ類 景山純孝 － － － －
226 ワスレナグモ 準絶滅危惧 景山純孝 準絶滅危惧 景山純孝 － －
226 キノボリトタテグモ 準絶滅危惧 景山純孝 絶滅危惧Ⅰ類 景山純孝 － －
226 キジロオヒキグモ 準絶滅危惧 景山純孝 準絶滅危惧 景山純孝 － －
227 ムロズミソレグモ 情報不足 景山純孝 情報不足 景山純孝 － －
227 コマツエンマグモ 情報不足 景山純孝 情報不足 景山純孝 － －
227 テナガマシラグモ 情報不足 景山純孝 情報不足 景山純孝 － －
227 タカユヒメグモ 情報不足 景山純孝 情報不足 景山純孝 － －
228 タイリクユウレイグモ 情報不足 景山純孝 情報不足 景山純孝 － －
228 ムラクモヒシガタグモ 情報不足 景山純孝 情報不足 景山純孝 － －
228 ツシマトリノフンダマシ 情報不足 景山純孝 － － － －
228 ヤマトカナエグモ 情報不足 景山純孝 情報不足 景山純孝 － －
229 アメイロハエトリ 情報不足 景山純孝 情報不足 景山純孝 － －
229 カトウツケオグモ 情報不足 景山純孝 情報不足 景山純孝 － －

【甲殻類】
掲載 

ページ 種名
2014 2004 1997

カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者
233 ハマガニ 絶滅危惧Ⅰ類 桑原友春 － － － －
234 ミナミテナガエビ 準絶滅危惧 桑原友春 絶滅危惧Ⅱ類 佐藤仁志 － －
234 ヒラテテナガエビ（ヤマトテナガエビ） 準絶滅危惧 桑原友春 － － － －
234 ヒメヌマエビ 準絶滅危惧 桑原友春 － － － －
235 ヤマトヌマエビ 準絶滅危惧 桑原友春 － － － －
235 ミナミヌマエビ 準絶滅危惧 桑原友春 － － － －
235 マメコブシガニ 準絶滅危惧 桑原友春 － － － －
236 ベンケイガニ 準絶滅危惧 桑原友春 － － － －
237 トゲナシヌマエビ 情報不足 桑原友春 － － － －
237 タイワンヒライソモドキ 情報不足 桑原友春 － － － －
237 フタバカクガニ 情報不足 桑原友春 － － － －
237 シンジコスナウミナナフシ 情報不足 山内健生 情報不足 山内健生 － －
238 ニシカワホラワラジムシ 情報不足 山内健生 情報不足 山内健生 － －
238 ニホンハマワラジムシ 情報不足 山内健生 情報不足 山内健生 － －
238 ニッポンヒイロワラジムシ 情報不足 山内健生 情報不足 山内健生 － －
238 ニシカワハヤシワラジムシ 情報不足 山内健生 情報不足 山内健生 － －
239 シロコシビロダンゴムシ 情報不足 山内健生 情報不足 山内健生 － －

【陸・淡水産貝類】
掲載 

ページ 種名
2014 2004 1997

カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者
243 ニシノシマギセル 絶滅危惧Ⅰ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅰ類 野津　大 要保護種 野津　大
243 オキビロウドマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅰ類 野津　大 要注意種 野津　大
244 アラハダシロマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅰ類 野津　大 要保護種 野津　大
244 カワシンジュガイ 絶滅危惧Ⅰ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅰ類 岡村一郎 要注意種 岡村一郎
245 オキムシオイガイ 絶滅危惧Ⅱ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要注意種 野津　大
245 オキゴマガイ 絶滅危惧Ⅱ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要注意種 野津　大
246 ヒメナミギセル 絶滅危惧Ⅱ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要注意種 野津　大
246 オキノクニキビガイ 絶滅危惧Ⅱ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要注意種 野津　大
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掲載 
ページ 種名

2014 2004 1997
カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者

247 オキシメクチマイマイ 絶滅危惧Ⅱ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要注意種 野津　大
247 オキニシキマイマイ 絶滅危惧Ⅱ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要注意種 野津　大
248 オキマイマイ 絶滅危惧Ⅱ類 戸田顕史 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要注意種 野津　大
249 ヤマクルマガイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
249 アズキガイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
249 イトウムシオイガイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
250 オカムラムシオイガイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
250 ヤママメタニシ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
250 オオゴマガイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
251 ミズゴマツボ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 戸田顕史 － －
251 クリイロキセルガイモドキ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
251 ハンジロギセル 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
252 カワモトギセル 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要注意種 岡村一郎
252 モリヤギセル 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要注意種 岡村一郎
252 オオタキコギセル（ヒメコギセル） 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要注意種 岡村一郎
253 シイボルトコギセル 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
253 ヘソアキコベソマイマイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 野津　大 要注意種 野津　大
253 ヤマタカマイマイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
254 ダイセンニシキマイマイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
254 トンガリササノハガイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要注意種 岡村一郎
254 カラスガイ 準絶滅危惧 戸田顕史 準絶滅危惧 岡村一郎 要注意種 岡村一郎
255 マツカサガイ 準絶滅危惧 戸田顕史 － － － －
255 ニセマツカサガイ 準絶滅危惧 戸田顕史 － － － －
256 サイゴクビロウドマイマイ 情報不足 戸田顕史 情報不足 岡村一郎 要保護種 岡村一郎
256 イワミマイマイ 情報不足 戸田顕史 情報不足 岡村一郎 要注意種 岡村一郎

（今回の改訂により掲載対象外となった種）
－ ユウグレナミギセル － － 絶滅危惧Ⅱ類 野津　大 要注意種 野津　大
－ ナガタニシ － － 情報不足 岡村一郎 － －
－ マルドブガイ － － 情報不足 岡村一郎 － －

【サンゴ類】
掲載 

ページ 種名
2014 2004 1997

カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者
259 イソバナ 準絶滅危惧 秋吉英雄 準絶滅危惧 秋吉英雄 － －
259 イボヤギ 準絶滅危惧 秋吉英雄 準絶滅危惧 秋吉英雄 － －
259 ムツサンゴ 準絶滅危惧 秋吉英雄 － － － －

今回の改訂により掲載対象外となった種
－ オノミチキサンゴ － － 準絶滅危惧 秋吉英雄 － －

【淡水海綿類】
掲載 

ページ 種名
2014 2004 1997

カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者 カテゴリー 執筆者
263 シロカイメン 準絶滅危惧 益田芳樹 準絶滅危惧 益田芳樹 － －
263 ヨコトネカイメン 準絶滅危惧 益田芳樹 準絶滅危惧 益田芳樹 － －
264 ツツミカイメン 情報不足 益田芳樹 情報不足 益田芳樹 － －
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写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 

（採集場所）※
撮影日

（採集日）※
撮影者

（採集者）※ 備　　　考

口絵１

ニホンアシカ 絶滅 竹島 1931年７月 － 標本
ニホンカモシカ 絶滅 山梨県 1980年 大畑純二
ツキノワグマ 絶滅危惧Ⅰ類 邑南町 2006年６月６日 島根県中山間地域研究センター

ヤマネ 絶滅危惧Ⅱ類 － 2007年４月28日 島根県立三瓶自然館
カワネズミ 準絶滅危惧 江津市 1982年 大畑純二
キクガシラコウモリ 準絶滅危惧 大田市 1992年１月６日 大畑純二
ユビナガコウモリ 準絶滅危惧 江津市 1983年４年８日 大畑純二
ニホンイタチ 準絶滅危惧 江津市 － 大畑純二

【鳥類】
写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 撮影日 撮影者 備　　　考

口絵２

カラスバト 絶滅危惧Ⅰ類 益田市 2002年10月14日 石本賢治
ヒメクロウミツバメ 絶滅危惧Ⅰ類 西ノ島町 1986年 野津　大
ヨシゴイ 絶滅危惧Ⅰ類 出雲市 1996年６月17日 川上　章
カンムリウミスズメ 絶滅危惧Ⅰ類 隠岐諸島近海 2013年４月22日 （公財）ホシザキグリーン財団

ハチクマ 絶滅危惧Ⅰ類 益田市 2003年８月13日 石本賢治
オオタカ 絶滅危惧Ⅰ類 出雲市 2003年12月14日 北脇　努
サシバ 絶滅危惧Ⅰ類 出雲市 1986年４月25日 佐藤仁志
クマタカ 絶滅危惧Ⅰ類 浜田市 1987年６月 石本賢治

口絵３

ブッポウソウ 絶滅危惧Ⅰ類 奥出雲町 1984年５月28日 飯塚洋一
ハヤブサ 絶滅危惧Ⅰ類 出雲市 1987年４月25日 佐藤仁志
ヤイロチョウ 絶滅危惧Ⅰ類 雲南市 1994年５月24日 佐藤仁志
ウチヤマセンニュウ 絶滅危惧Ⅰ類 島根県島嶼 2008年７月13日 石本賢治
イワミセキレイ 絶滅危惧Ⅰ類 浜田市 1987年４月 石本賢治
コイカル 絶滅危惧Ⅰ類 松江市 2000年４月１日 秦　智秋
ヒシクイ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 1984年12月22日 佐藤仁志
カリガネ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 2000年３月16日 佐藤仁志

口絵４

オオハクチョウ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 1986年１月９日 佐藤仁志
アカツクシガモ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 1986年１月30日 佐藤仁志
ミゾゴイ 絶滅危惧Ⅱ類 益田市 2006年６月24日 石本賢治
クロツラヘラサギ 絶滅危惧Ⅱ類 松江市 2009年11月19日 （公財）ホシザキグリーン財団

クイナ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 1995年10月16日 川上　章
ヒクイナ 絶滅危惧Ⅱ類 江津市 2011年２月19日 石本賢治
ヨタカ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 2013年５月14日 （公財）ホシザキグリーン財団

タマシギ 絶滅危惧Ⅱ類 浜田市 1991年６月 石本賢治

口絵５

コアジサシ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 1984年５月19日 秦　智秋
ミサゴ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 1995年12月11日 佐藤仁志
オジロワシ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 1983年３月19日 佐藤仁志
チュウヒ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 1997年３月30日 秦　智秋
オオコノハズク 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 2000年７月９日 佐藤仁志
アカショウビン 絶滅危惧Ⅱ類 大田市 1993年７月25日 佐藤仁志
ヤマセミ 絶滅危惧Ⅱ類 浜田市 1996年10月10日 井山　明
マガン 準絶滅危惧 出雲市 1992年３月８日 佐藤仁志

口絵６

コハクチョウ 準絶滅危惧 出雲市 1982年12月10日 佐藤仁志
ツクシガモ 準絶滅危惧 益田市 2003年３月２日 秦　智秋
オシドリ 準絶滅危惧 出雲市 1996年１月21日 北脇　努
サンカノゴイ 準絶滅危惧 出雲市 2002年11月24日 秦　智秋
コシアカツバメ 情報不足 江津市 2013年５月21日 星野由美子
コルリ 情報不足 益田市 2003年５月10日 石本賢治
コサメビタキ 情報不足 浜田市 1998年５月14日 石本賢治
クロジ 情報不足 浜田市 1997年３月４日 石本賢治

写真撮影者等一覧
【哺乳類】	
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【両生類・爬虫類】
写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 撮影日 撮影者 備　　　考

口絵７

オオサンショウウオ 絶滅危惧Ⅱ類 邑南町 2013年９月18日 島根県立宍道湖自然館

オキサンショウウオ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 2012年６月６日 隠岐ジオパーク推進協議会

カスミサンショウウオ 準絶滅危惧 安来市 2010年２月25日 岩田貴之
ブチサンショウウオ 準絶滅危惧 奥出雲町 2003年５月23日 岩田貴之
ヒダサンショウウオ 準絶滅危惧 安来市 2013年３月３日 岩田貴之
オキタゴガエル 準絶滅危惧 西ノ島町 2013年９月11日 島根県立宍道湖自然館

シロマダラ 準絶滅危惧 安来市 2002年７月２日 秋吉英雄
ナガレタゴガエル 情報不足 吉賀町 2012年５月７日 岩田貴之

【汽水・淡水魚類】
写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 

（採集場所）※
撮影日

（採集日）※
撮影者

（採集者）※ 備　　　考

口絵８

ドウクツミミズハゼ 絶滅 長崎県 － － 標本（国立科学博物館所蔵）
ミナミアカヒレタビラ 絶滅危惧Ⅰ類 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

イシドジョウ 絶滅危惧Ⅰ類 三隅川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

ゴギ 絶滅危惧Ⅰ類 江の川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

日本海系イトヨ 絶滅危惧Ⅰ類 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

クルメサヨリ 絶滅危惧Ⅰ類 斐伊川水系 2012年10月20日 島根県立宍道湖自然館

オヤニラミ 絶滅危惧Ⅰ類 江の川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

スナヤツメ南方種 絶滅危惧Ⅱ類 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

口絵９

カワヤツメ 絶滅危惧Ⅱ類 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

サクラマス 絶滅危惧Ⅱ類 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

ヨウジウオ 絶滅危惧Ⅱ類 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

サンゴタツ 絶滅危惧Ⅱ類 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

カジカ（大卵型：河川陸封型） 絶滅危惧Ⅱ類 神戸川水系 1994年７月17日 佐藤仁志
イシドンコ 絶滅危惧Ⅱ類 高津川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

ルリヨシノボリ 絶滅危惧Ⅱ類 大田市 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

シンジコハゼ 絶滅危惧Ⅱ類 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

口絵10

アブラボテ 準絶滅危惧 江の川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

ズナガニゴイ 準絶滅危惧 江の川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

サンインコガタスジシマドジョウ 準絶滅危惧 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

アカザ 準絶滅危惧 江の川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

アユカケ（カマキリ） 準絶滅危惧 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

ウツセミカジカ（小卵型・中卵型：両側回遊型） 準絶滅危惧 江の川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

オオヨシノボリ 準絶滅危惧 高津川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

カワアナゴ 情報不足 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

【昆虫類】
写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 

（採集場所）※
撮影日

（採集日）※
撮影者

（採集者）※ 備　　　考

口絵11

ヒメシロチョウ 絶滅 奥出雲町 1952年７月12日 平田信夫 標本（倉敷市立自然史博物館所蔵）

コバネアオイトトンボ 絶滅危惧Ⅰ類 松江市 1995年11月４日 大浜祥治
モートンイトトンボ 絶滅危惧Ⅰ類 松江市 2005年５月28日 高木　聡
ヒロシマサナエ 絶滅危惧Ⅰ類 益田市 2007年６月８日 宮本詔子
マイコアカネ 絶滅危惧Ⅰ類 出雲市 1988年９月18日 大浜祥治
コカワゲラ 絶滅危惧Ⅰ類 雲南市 1998年７月10日 稲田和久
カワラバッタ 絶滅危惧Ⅰ類 益田市 2002年８月22日 山田　学
タガメ 絶滅危惧Ⅰ類 島根県東部 － － 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

口絵12

トゲナベブタムシ 絶滅危惧Ⅰ類 兵庫県 2001年５月27日 （公財）ホシザキグリーン財団

ハラビロハンミョウ 絶滅危惧Ⅰ類 鳥取県 － － 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

カワラハンミョウ 絶滅危惧Ⅰ類 益田市 2002年８月５日 山田　学
オオヒョウタンゴミムシ 絶滅危惧Ⅰ類 鳥取県 － － 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）
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（採集場所）※
撮影日

（採集日）※
撮影者

（採集者）※ 備　　　考

口絵12

イワタメクラチビゴミムシ 絶滅危惧Ⅰ類 松江市 － 星川和夫 標本
イソチビゴミムシ 絶滅危惧Ⅰ類 出雲市 2006年６月28日 （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

マルコガタノゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅰ類 島根県東部 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

ゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅰ類 島根県東部 － 川野敬介

口絵13

シャープゲンゴロウモドキ 絶滅危惧Ⅰ類 石川県 2003年10月20日 （公財）ホシザキグリーン財団

ダイコクコガネ 絶滅危惧Ⅰ類 大田市 1996年９月14日 鈴木謙治
オオハナカミキリ 絶滅危惧Ⅰ類 松江市 1986年６月６日 福井修二
キマダラルリツバメ 絶滅危惧Ⅰ類 安来市 1965年６月 板垣　治 標本（裏面）
ルーミスシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 隠岐の島町 1986年７月31日 淀江賢一郎
ウラナミアカシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 岡山県 2002年６月９日 坂田国嗣
クロシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 岡山県 1998年６月30日 坂田国嗣
シルビアシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 松江市 1994年８月30日 坂田国嗣

口絵14

ヒメシジミ本州・九州亜種 絶滅危惧Ⅰ類 岡山県 2002年６月23日 坂田国嗣
ゴマシジミ 絶滅危惧Ⅰ類 飯南町 1996年８月13日 坂田国嗣
ウラギンスジヒョウモン 絶滅危惧Ⅰ類 安来市 1996年７月１日 坂田国嗣
オオウラギンヒョウモン 絶滅危惧Ⅰ類 山口県 1996年７月７日 坂田国嗣
ヒョウモンモドキ 絶滅危惧Ⅰ類 － 1993年６月20日 淀江賢一郎
ウスイロヒョウモンモドキ 絶滅危惧Ⅰ類 大田市 2002年７月２日 中薗洋行
シータテハ 絶滅危惧Ⅰ類 長野県 2003年７月28日 坂田国嗣
ホシミスジ近畿地方以西亜種 絶滅危惧Ⅰ類 江津市 2007年６月12日 三島秀夫

口絵15

ウラナミジャノメ本土亜種 絶滅危惧Ⅰ類 大田市 2009年６月17日 三島秀夫
クロヒカゲモドキ 絶滅危惧Ⅰ類 浜田市 1996年７月29日 坂田国嗣
ウラジャノメ 絶滅危惧Ⅰ類 益田市 1978年７月２日 中村泰士 標本（島根県立三瓶自然館所蔵）

キバネセセリ 絶滅危惧Ⅰ類 山梨県 2003年７月29日 坂田国嗣
コキマダラセセリ 絶滅危惧Ⅰ類 岡山県 1999年７月12日 坂田国嗣
ホシチャバネセセリ 絶滅危惧Ⅰ類 浜田市 1995年７月30日 坂田国嗣
オツネントンボ 絶滅危惧Ⅱ類 大田市 2004年 竹本耕一
グンバイトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 － － －

口絵16

ベニイトトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 益田市 2008年８月11日 大浜祥治
ネアカヨシヤンマ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 1991年７月20日 大浜祥治
ナゴヤサナエ 絶滅危惧Ⅱ類 出雲市 2004年８月28日 大浜祥治
ハネビロエゾトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 岡山県 2011年７月31日 守安　敦
キイロヤマトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 安来市 2001年６月２日 大浜祥治
ハッチョウトンボ 絶滅危惧Ⅱ類 松江市 2004年７月３日 大浜祥治
コオイムシ 絶滅危惧Ⅱ類 安来市 － 川野敬介
ズイムシハナカメムシ 絶滅危惧Ⅱ類 安来市 2005年10月13日 尾原和夫 標本

口絵17

コエゾゼミ 絶滅危惧Ⅱ類 奥出雲町 1972年８月７日 尾原和夫 標本
サイカチマダラキジラミ 絶滅危惧Ⅱ類 江津市 2009年７月３日 （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

ハマベゴミムシ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 － － 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

コガタノゲンゴロウ 絶滅危惧Ⅱ類 高知県 － － 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

オオツノハネカクシ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 － － 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

アオハナムグリ島前亜種 絶滅危惧Ⅱ類 西ノ島町 1999年６月13日 大浜祥治
ツヤネクイハムシ 絶滅危惧Ⅱ類 広島県 2001年６月16日 （公財）ホシザキグリーン財団

ニッポンハナダカバチ 絶滅危惧Ⅱ類 大田市 2011年８月24日 中村唯史

口絵18

キバラハキリバチ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 前田泰生 標本
オオズグロメバエ 絶滅危惧Ⅱ類 － － 前田泰生 標本
ギフチョウ 絶滅危惧Ⅱ類 安来市 1997年４月14日 坂田国嗣
ジャコウアゲハ 絶滅危惧Ⅱ類 鳥取県 1999年５月16日 坂田国嗣
スジボソヤマキチョウ 絶滅危惧Ⅱ類 奥出雲町 1998年９月20日 坂田国嗣
カラスシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 大田市 2001年６月10日 坂田国嗣
ウスイロオナガシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 安来市 2001年６月15日 坂田国嗣
オナガシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 1996年８月５日 坂田国嗣
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撮影日
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口絵19

ヒロオビミドリシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 飯南町 1992年６月27日 坂田国嗣
ミドリシジミ 絶滅危惧Ⅱ類 － 2002年７月８日 坂田国嗣
クモガタヒョウモン 絶滅危惧Ⅱ類 大田市 1995年６月25日 坂田国嗣
メスグロヒョウモン 絶滅危惧Ⅱ類 大田市 2001年６月10日 坂田国嗣
ミスジチョウ 絶滅危惧Ⅱ類 奥出雲町 1994年７月５日 坂田国嗣
オオムラサキ 絶滅危惧Ⅱ類 安来市 1995年７月24日 坂田国嗣
ヒメヒカゲ中部・近畿・中国地方亜種 絶滅危惧Ⅱ類 浜田市 1995年７月30日 坂田国嗣
ギンイチモンジセセリ 絶滅危惧Ⅱ類 鳥取県 1997年５月11日 坂田国嗣

口絵20

スジグロチャバネセセリ 絶滅危惧Ⅱ類 奥出雲町 2000年７月10日 坂田国嗣
ミヤマチャバネセセリ 絶滅危惧Ⅱ類 岡山県 2000年７月１日 坂田国嗣
エゾトンボ 準絶滅危惧 飯南町 2004年７月４日 高木　聡
ヤマトマダラバッタ 準絶滅危惧 出雲市 2005年11月12日 （公財）ホシザキグリーン財団

シリアカハネナガウンカ 準絶滅危惧 隠岐の島町 2004年８月21日 尾原和夫 標本
ハルゼミ 準絶滅危惧 大田市 2009年６月１日 三島秀夫
エノキカイガラキジラミ 準絶滅危惧 大田市 2010年６月22日 （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

アダチアカサシガメ 準絶滅危惧 隠岐の島町 2004年１月21日 島田　孝

口絵21

ハマベナガカメムシ 準絶滅危惧 雲南市 2002年７月16日 尾原和夫 標本
ハマベツチカメムシ 準絶滅危惧 出雲市 2003年４月27日 尾原和夫 標本
アオクチブトカメムシ 準絶滅危惧 飯南町 1994年８月９日 尾原和夫 標本
ハマベウスバカゲロウ 準絶滅危惧 出雲市 2011年10月25日 （公財）ホシザキグリーン財団

コオナガミズスマシ 準絶滅危惧 安来市 － （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

アヤスジミゾドロムシ 準絶滅危惧 出雲市 2006年７月14日 （公財）ホシザキグリーン財団

ケスジドロムシ 準絶滅危惧 出雲市 2006年８月６日 （公財）ホシザキグリーン財団

ハガマルヒメドロムシ 準絶滅危惧 飯南町 － （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

口絵22

ヨコミゾドロムシ 準絶滅危惧 出雲市 2005年10月27日 （公財）ホシザキグリーン財団

ホシミスジ隠岐亜種 準絶滅危惧 西ノ島町 1987年６月10日 淀江賢一郎
イソハサミムシ 情報不足 出雲市 2011年５月４日 （公財）ホシザキグリーン財団

チッチゼミ 情報不足 出雲市 1996年８月26日 大浜祥治
シャシャンボキジラミ 情報不足 出雲市 － （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

ミヤケミズムシ 情報不足 大田市 2009年９月９日 尾原和夫
イシハラカメムシ 情報不足 奥出雲町 2009年９月23日 尾原和夫
カワラゴミムシ 情報不足 青森県 2006年６月30日 （公財）ホシザキグリーン財団

口絵23

コハンミョウ 情報不足 － － 福井修二 標本
アイヌハンミョウ 情報不足 － － 福井修二 標本
コニワハンミョウ 情報不足 － － 福井修二 標本
ホソハンミョウ 情報不足 － － 福井修二 標本
ウミミズギワゴミムシ 情報不足 益田市 － － 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

マダラコガシラミズムシ 情報不足 出雲市 2003年６月16日 （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

ムツボシツヤコツブゲンゴロウ 情報不足 益田市 2009年９月29日 － 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

クロコブセスジダルマガムシ 情報不足 出雲市 － （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

口絵24

ウマヅライソハネカクシ 情報不足 出雲市 2006年６月28日 （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

ホソキマルハナノミ 情報不足 飯南町 － （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

ババチビドロムシ 情報不足 出雲市 － （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

ヒゲナガヒラタドロムシ 情報不足 飯南町 － （公財）ホシザキグリーン財団 標本（ホシザキ野生生物研究所所蔵）

クロゲンセイ 情報不足 － 2010年７月９日 皆木宏明
バッキンガムカギアシゾウムシ 情報不足 出雲市 2012年10月10日 （公財）ホシザキグリーン財団

ババスゲヒメゾウムシ 情報不足 広島県 2001年６月16日 （公財）ホシザキグリーン財団

フクイアナバチ 情報不足 邑南町 2010年７月28日 皆木宏明

口絵25

ダルマアリ 情報不足 － － 福井修二 標本
ケンランアリノスアブ 情報不足 雲南市 2013年７月１日 （公財）ホシザキグリーン財団

ギンボシスズメ 情報不足 大田市 1998年５月25日 三島秀夫 標本
スキバホウジャク 情報不足 飯南町 2008年８月18日 三島秀夫
ウスジロドクガ 情報不足 大田市 1992年６月３日 三島秀夫 標本
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口絵25
トラサンドクガ 情報不足 大田市 2013年５月25日 三島秀夫 標本
クビジロツメヨトウ 情報不足 西ノ島町 2008年10月20日 大浜祥治
トビイロアカガネヨトウ 情報不足 雲南市 2008年10月６日 三島秀夫 標本

【クモ類】
写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 撮影日 撮影者 備　　　考

口絵27
イソコモリグモ 絶滅危惧Ⅱ類 大田市 2010年５月６日 皆木宏明
ワスレナグモ 準絶滅危惧 津和野町 2012年10月１日 皆木宏明
キノボリトタテグモ 準絶滅危惧 松江市 1974年７月 景山純孝

【甲殻類】
写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 

（採集場所）※
撮影日

（採集日）※
撮影者

（採集者）※ 備　　　考

口絵26

ハマガニ 絶滅危惧Ⅰ類 松江市 2008年７月１日 島根県立宍道湖自然館

ヒラテテナガエビ（ヤマトテナガエビ） 準絶滅危惧 出雲市 2010年８月２日 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

ヒメヌマエビ 準絶滅危惧 出雲市 2010年10月27日 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

ヤマトヌマエビ 準絶滅危惧 出雲市 2011年10月21日 辻井要介 飼育個体
ミナミヌマエビ 準絶滅危惧 出雲市 2012年６月12日 辻井要介
マメコブシガニ 準絶滅危惧 斐伊川水系 － 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

ベンケイガニ 準絶滅危惧 松江市 2011年６月22日 島根県立宍道湖自然館

トゲナシヌマエビ 情報不足 出雲市 2010年10月27日 島根県立宍道湖自然館 飼育個体（島根県立宍道湖自然館）

口絵27

タイワンヒライソモドキ 情報不足 松江市 2012年５月28日 島根県立宍道湖自然館

フタバカクガニ 情報不足 松江市 2012年６月11日 島根県立宍道湖自然館

ニホンハマワラジムシ 情報不足 出雲市 2011年４月25日 （公財）ホシザキグリーン財団

ニッポンヒイロワラジムシ 情報不足 出雲市 2011年４月14日 （公財）ホシザキグリーン財団

【陸・淡水産貝類】
写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 

（採集場所）※
撮影日

（採集日）※
撮影者

（採集者）※ 備　　　考

口絵28

ニシノシマギセル 絶滅危惧Ⅰ類 西ノ島町 － 野津　大
オキビロウドマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 隠岐の島町 － 野津　大
アラハダシロマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 隠岐の島町 2013年８月21日 増野和幸
カワシンジュガイ 絶滅危惧Ⅰ類 広島県 － 岡村一郎 標本
オキムシオイガイ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 － 野津　大 標本
オキゴマガイ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 － 野津　大 標本
ヒメナミギセル 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 － 野津　大
オキノクニキビガイ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 － 野津　大 標本

口絵29

オキシメクチマイマイ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 － 野津　大
オキニシキマイマイ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 － 野津　大
オキマイマイ 絶滅危惧Ⅱ類 隠岐の島町 － 野津　大
ヘソアキコベソマイマイ 準絶滅危惧 隠岐の島町 － 野津　大
ダイセンニシキマイマイ 準絶滅危惧 飯南町 1982年７月25日 岡村一郎
カラスガイ 準絶滅危惧 松江市 2003年１月20日 戸田顕史
マツカサガイ 準絶滅危惧 出雲市 2005年６月１日 戸田顕史 標本
ニセマツカサガイ 準絶滅危惧 出雲市 2005年６月１日 戸田顕史 標本

【サンゴ類】
写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 撮影日 撮影者 備　　　考

口絵30
イソバナ 準絶滅危惧 知夫村 2002年８月４日 秋吉英雄
イボヤギ 準絶滅危惧 知夫村 2002年８月４日 秋吉英雄
ムツサンゴ 準絶滅危惧 隠岐の島町 2011年７月９日 幸塚久典
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写真撮影者等

【淡水海綿類】
写真掲載
ページ 和　名 2014カテゴリー 撮影場所 撮影日 撮影者 備　　　考

口絵30
シロカイメン 準絶滅危惧 出雲市 2001年７月16日 益田芳樹
ヨコトネカイメン 準絶滅危惧 出雲市 1990年７月14日 益田芳樹
ツツミカイメン 情報不足 岡山県 1999年10月２日 益田芳樹

※「撮影場所（採集場所）」及び「撮影日（採集日）」が不明等の場合は「－」で表示。
※「備考」欄で「標本」又は「飼育個体」と記載した「撮影場所（採集場所）」、「撮影日（採集日）」及び「撮影者（採集者）」は

それぞれ「採集場所」、「採集日」及び「採集者」を記載。
※「標本」及び「飼育個体」については博物館等で所蔵等されている場合、「備考」欄に博物館等の施設名を（　）内に記載。
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アアイヌハンミョウ……………………………… 口絵23、193
アイミヤマシマトビケラ………………………………… 214
アオアシナガハナムグリ………………………………… 200
アオクチブトカメムシ………………………… 口絵21、160
アオバズク………………………………………………… 59
アオハダトンボ…………………………………………… 146
アオハナムグリ島前亜種……………………… 口絵17、134
アオマダラタマムシ……………………………………… 201
アオヤンマ………………………………………………… 147
アカアシクチブトカメムシ……………………………… 160
アカエゾゼミ……………………………………………… 154
アカザ…………………………………………… 口絵10、92
アカショウビン………………………………… 口絵５、54
アカスジオオカスミカメムシ…………………………… 158
アカツクシガモ………………………………… 口絵４、47
アカマダラハナムグリ（アカマダラコガネ）………… 166
アカモズ…………………………………………………… 66
アサカミキリ……………………………………………… 209
アサマイチモンジ………………………………………… 184
アシマダラアカサシガメ………………………………… 189
アズキガイ………………………………………………… 249
アダチアカサシガメ…………………………… 口絵20、158
アブラボテ……………………………………… 口絵10、91
アメイロハエトリグモ…………………………………… 229
アヤスジミゾドロムシ………………………… 口絵21、167
アヤヘリハネナガウンカ………………………………… 153
アヤモクメキリガ………………………………………… 219
アヤモンチビカミキリ…………………………………… 208
アユカケ（カマキリ）………………………… 口絵10、92
アラハダシロマイマイ………………………… 口絵28、244
アリヅカウンカ…………………………………………… 186
イカルチドリ……………………………………………… 57
イシドジョウ…………………………………… 口絵８、83
イシドンコ……………………………………… 口絵９、89
イシハラカメムシ……………………………… 口絵22、192
イズモメクラチビゴミムシ……………………………… 162
イソコモリグモ………………………………… 口絵27、225
イソジョウカイモドキ…………………………………… 168
イソチビゴミムシ……………………………… 口絵12、113
イソハサミムシ………………………………… 口絵22、185
イソバナ………………………………………… 口絵30、259
イッシキキモンカミキリ………………………………… 170
イトアメンボ……………………………………………… 189
イトウムシオイガイ……………………………………… 249
イヌワシ…………………………………………………… 65
イボヤギ………………………………………… 口絵30、259
イワタメクラチビゴミムシ…………………… 口絵12、112
イワミセキレイ………………………………… 口絵３、44

イワミマイマイ…………………………………………… 256
ウシカメムシ……………………………………………… 192
ウジセトトビケラ（ウジヒメセトトビケラ）………… 213
ウスイロオナガシジミ………………………… 口絵18、139
ウスイロヒョウモンモドキ…………………… 口絵14、121
ウスジロドクガ………………………………… 口絵25、217
ウスズミケンモン………………………………………… 219
ウスバカマキリ…………………………………………… 151
ウチヤマセンニュウ…………………………… 口絵３、44
ウツセミカジカ（小卵型・中卵型：両側回遊型）……… 口絵10、92
ウデワユミアシサシガメ………………………………… 191
ウマヅライソハネカクシ……………………… 口絵24、197
ウマノオバチ……………………………………………… 211
ウミスズメ………………………………………………… 64
ウミホソチビゴミムシ…………………………………… 195
ウミミズカメムシ………………………………………… 157
ウミミズギワゴミムシ………………………… 口絵23、195
ウラキンシジミ…………………………………………… 180
ウラギンスジヒョウモン……………………… 口絵14、120
ウラゴマダラシジミ……………………………………… 180
ウラジャノメ…………………………………… 口絵15、124
ウラジロミドリシジミ…………………………………… 181
ウラナミアカシジミ…………………………… 口絵13、117
ウラナミジャノメ本土亜種…………………… 口絵15、123
エサキアメンボ…………………………………………… 157
エゾクシヒゲシャチホコ………………………………… 217
エゾコガムシ……………………………………………… 196
エゾゼミ…………………………………………………… 154
エゾツノカメムシ………………………………………… 192
エゾトンボ……………………………………… 口絵20、150
エゾハルゼミ……………………………………………… 155
エゾミドリシジミ………………………………………… 182
エノキカイガラキジラミ……………………… 口絵20、155
オオアオカミキリ………………………………………… 206
オオアシナガサシガメ…………………………………… 190
オオウラギンヒョウモン……………………… 口絵14、120
オオキノコムシ…………………………………………… 169
オオコノハズク………………………………… 口絵５、53
オオゴマガイ……………………………………………… 250
オオサンショウウオ…………………………… 口絵７、72
オオジシギ………………………………………………… 63
オオズクロメバエ……………………………… 口絵18、136
オオセンチコガネ………………………………………… 165
オオタカ………………………………………… 口絵２、41
オオタキコギセル（ヒメコギセル）…………………… 252
オオタケチャイロコガネ………………………………… 200
オオチャイロハナムグリ………………………………… 167
オオチャバネセセリ……………………………………… 184

索　引（五十音順）
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オオツノハネカクシ…………………………… 口絵17、134
オオハクチョウ………………………………… 口絵４、47
オオハナカミキリ……………………………… 口絵13、115
オオヒョウタンゴミムシ……………………… 口絵12、112
オオベニホソヒラタコメツキ…………………………… 202
オオホソコバネカミキリ………………………………… 205
オオミズナギドリ………………………………………… 61
オオミズムシ……………………………………………… 156
オオミドリシジミ………………………………………… 221
オオムラサキ…………………………………… 口絵19、143
オオメダカナガカメムシ………………………………… 191
オオヨシゴイ……………………………………………… 39
オオヨシノボリ………………………………… 口絵10、93
オオワシ…………………………………………………… 64
オカムラムシオイガイ…………………………………… 250
オキゴマガイ…………………………………… 口絵28、245
オキサンショウウオ…………………………… 口絵７、72
オキシメクチマイマイ………………………… 口絵29、247
オキタゴガエル………………………………… 口絵７、74
オキチビハネカクシ……………………………………… 133
オキチャイロコガネ……………………………………… 200
オキツヤヒサゴゴミムシダマシ………………………… 204
オキナガゴミムシ………………………………………… 194
オキナワルリチラシ……………………………………… 174
オキニシキマイマイ…………………………… 口絵29、247
オキノクニキビガイ…………………………… 口絵28、246
オキビロウドマイマイ………………………… 口絵28、243
オキマイマイ…………………………………… 口絵29、248
オキムシオイガイ……………………………… 口絵28、245
オシドリ………………………………………… 口絵６、56
オジロワシ……………………………………… 口絵５、52
オツネントンボ………………………………… 口絵15、126
オナガアゲハ……………………………………………… 179
オナガシジミ…………………………………… 口絵18、140
オナガミズアオ…………………………………………… 216
オニクワガタ……………………………………………… 198
オヤニラミ……………………………………… 口絵８、85
オヨギカタビロアメンボ………………………………… 157

カカジカ（大卵型：河川陸封型）……………… 口絵９、88
カジカガエル……………………………………………… 75
カスミサンショウウオ………………………… 口絵７、73
カタビロクサビウンカ…………………………………… 187
カトウツケオグモ………………………………………… 229
カトリヤンマ……………………………………………… 148
カドワキツヤミズギワコメツキ………………………… 203
カバフキシタバ…………………………………………… 116
カヤコオロギ……………………………………………… 185
カラスガイ……………………………………… 口絵29、254
カラスシジミ…………………………………… 口絵18、138
カラスバト……………………………………… 口絵２、38
カラフトゴマフトビケラ………………………………… 212
カリガネ………………………………………… 口絵３、46

ガロアムシ類……………………………………………… 152
ガロアムネスジダンダラコメツキ……………………… 202
カワアナゴ……………………………………… 口絵10、94
カワシンジュガイ……………………………… 口絵28、244
カワネズミ……………………………………… 口絵１、31
カワモトギセル…………………………………………… 252
カワヤツメ……………………………………… 口絵９、86
カワラゴミムシ………………………………… 口絵22、192
カワラバッタ…………………………………… 口絵11、109
カワラハンミョウ……………………………… 口絵12、111
カンムリウミスズメ…………………………… 口絵２、40
キイロサナエ……………………………………………… 149
キイロテントウゴミムシダマシ………………………… 204
キイロヤマトンボ……………………………… 口絵16、129
キオビホオナガスズメバチ本州亜種…………………… 172
キクガシラコウモリ…………………………… 口絵１、31
キジロオヒキグモ………………………………………… 226
キスジウスキヨトウ……………………………………… 220
キスジハネビロウンカ…………………………………… 186
キヌゲハキリバチ………………………………………… 172
キノカワハゴロモ………………………………………… 187
キノボリトタテグモ…………………………… 口絵27、226
キバジュズフシアリ……………………………………… 211
キバネアシブトマキバサシガメ………………………… 189
キバネセセリ…………………………………… 口絵15、124
キバラハキリバチ……………………………… 口絵18、136
ギフチョウ……………………………………… 口絵18、137
キボシマルウンカ………………………………………… 187
キマダラルリツバメ…………………………… 口絵13、116
キュウシュウチビトラカミキリ………………………… 207
キリシマミドリシジミ…………………………………… 183
ギンイチモンジセセリ………………………… 口絵19、144
キンイロネクイハムシ…………………………………… 171
キンキコルリクワガタ…………………………………… 164
ギンツバメ………………………………………………… 214
ギンボシスズメ………………………………… 口絵25、216
ギンボシツツトビケラ…………………………………… 213
クイナ…………………………………………… 口絵４、49
クビアカサシガメ………………………………………… 190
クビアカモモブトホソカミキリ………………………… 208
クビグロケンモン………………………………………… 176
クビジロツメヨトウ…………………………… 口絵25、219
クマタカ………………………………………… 口絵２、42
クモガタヒョウモン…………………………… 口絵19、141
クリイロキセルガイモドキ……………………………… 251
クルメサヨリ…………………………………… 口絵８、85
クロウスタビガ…………………………………………… 175
クロオオハナノミ………………………………………… 204
クロオビマグソコガネ…………………………………… 199
クロゲンセイ…………………………………… 口絵24、204
クロコブセスジダルマガムシ………………… 口絵23、197
クロサギ…………………………………………………… 57
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クロサワヒメコバネカミキリ…………………………… 206
クロジ…………………………………………… 口絵６、68
クロシジミ……………………………………… 口絵13、118
クロシモフリアツバ……………………………………… 178
クロソンホソハナカミキリ……………………………… 205
クロツラヘラサギ……………………………… 口絵４、48
クロバアカサシガメ……………………………………… 189
クロヒカゲモドキ……………………………… 口絵15、123
クロホシタマクモゾウムシ……………………………… 210
クロマダラタマムシ……………………………………… 202
クロミドリシジミ………………………………………… 182
クロモンチビヒメシャク………………………………… 214
グンバイトンボ………………………………… 口絵15、126
ケスジドロムシ………………………………… 口絵21、167
ゲンゴロウ……………………………………… 口絵12、114
ケンランアリノスアブ………………………… 口絵25、212
コアジサシ……………………………………… 口絵５、51
コイカル………………………………………… 口絵３、45
ゴイシシジミ……………………………………………… 180
コウノトリ………………………………………………… 61
コウミスズメ……………………………………………… 64
コエゾゼミ……………………………………… 口絵17、131
コオイムシ……………………………………… 口絵16、130
コオナガミズスマシ…………………………… 口絵21、163
コガタノゲンゴロウ…………………………… 口絵17、133
コカワゲラ……………………………………… 口絵11、109
ゴギ……………………………………………… 口絵８、84
コキクガシラコウモリ…………………………………… 32
コキマダラセセリ……………………………… 口絵15、125
コクガン…………………………………………………… 61
コサメビタキ…………………………………… 口絵６、67
コシアカツバメ………………………………… 口絵６、66
コシロシタバ……………………………………………… 178
コチョウゲンボウ………………………………………… 65
コテングコウモリ………………………………………… 33
コトラガ…………………………………………………… 179
コニワハンミョウ……………………………… 口絵23、193
コノハズク………………………………………………… 53
コハクチョウ…………………………………… 口絵６、55
コバネアオイトトンボ………………………… 口絵11、107
コバネコロギス…………………………………………… 185
コハンミョウ…………………………………… 口絵23、193
コブナシコブスジコガネ………………………………… 166
ゴヘイニクバエ…………………………………………… 212
ゴマシオケンモン………………………………………… 219
ゴマシジミ……………………………………… 口絵14、119
コマツエンマグモ………………………………………… 227
コマルケシゲンゴロウ…………………………………… 162
ゴミアシナガサシガメ…………………………………… 131
コミズスマシ……………………………………………… 196
コミミズク………………………………………………… 59
コモグラ（西日本産小型アズマモグラ）……………… 31

コヨシキリ………………………………………………… 66
コルリ…………………………………………… 口絵６、67

ササイカチマダラキジラミ……………………… 口絵17、132
サイゴクビロウドマイマイ……………………………… 256
サクラマス……………………………………… 口絵９、87
ササゴイ…………………………………………………… 62
ササジメクラチビゴミムシ……………………………… 194
サシバ…………………………………………… 口絵２、41
サラサヤンマ……………………………………………… 147
サンインコガタスジシマドジョウ…………… 口絵10、91
サンカノゴイ…………………………………… 口絵６、56
サンコウチョウ…………………………………………… 66
サンゴタツ……………………………………… 口絵９、88
サンショウクイ…………………………………………… 65
シータテハ……………………………………… 口絵14、122
シイボルトコギセル……………………………………… 253
シナノエンマコガネ……………………………………… 165
ジムグリ…………………………………………………… 75
シャープゲンゴロウモドキ…………………… 口絵13、114
ジャコウアゲハ………………………………… 口絵18、137
シャシャンボキジラミ………………………… 口絵22、188
ショウリョウバッタモドキ……………………………… 151
シラホシダエンマルトゲムシ…………………………… 200
シリアカハネナガウンカ……………………… 口絵20、153
シルビアシジミ………………………………… 口絵13、118
シロカイメン…………………………………… 口絵30、263
シロコシビロダンゴムシ………………………………… 239
シロシモフリエダシャク………………………………… 174
シロスジコシブトハナバチ……………………………… 173
シロチドリ………………………………………………… 57
シロヘリツチカメムシ…………………………………… 159
シロホソバ………………………………………………… 218
シロマダラ……………………………………… 口絵７、76
シンジコスナウミナナフシ……………………………… 237
シンジコハゼ…………………………………… 口絵９、90
ズイムシハナカメムシ………………………… 口絵16、130
スカシサン………………………………………………… 175
スギタニゴマケンモン…………………………………… 218
スギタニルリシジミ……………………………………… 183
スキバホウジャク……………………………… 口絵25、216
ズグロカモメ……………………………………………… 63
スケバハゴロモ…………………………………………… 187
スゲハムシ………………………………………………… 171
スジグロチャバネセセリ……………………… 口絵20、144
スジグロボタル…………………………………………… 203
スジボソヤマキチョウ………………………… 口絵18、138
ズナガニゴイ…………………………………… 口絵10、91
スナヤツメ南方種……………………………… 口絵８、86
スネケブカヒロコバネカミキリ………………………… 170
セアカオサムシ…………………………………………… 161
セイタカシギ……………………………………………… 62
セグロイナゴ……………………………………………… 152
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セスジカクマグソコガネ………………………………… 199

タダイコクコガネ………………………………… 口絵13、115
タイシャクナガチビゴミムシ…………………………… 162
ダイセンセダカコブヤハズカミキリ…………………… 208
ダイセンニシキマイマイ……………………… 口絵29、254
タイリクユウレイグモ…………………………………… 228
タイワンヒライソモドキ……………………… 口絵27、237
タカチホヘビ……………………………………………… 76
タカハシトゲゾウムシ…………………………………… 210
タガメ…………………………………………… 口絵11、110
タカユヒメグモ…………………………………………… 227
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